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1．．ははじじめめにに  
近年，認知症患者の徘徊事例が増加しており，屋外に出

た徘徊者の検知技術が求められている[1]．認知症による
徘徊者を検知することを目的として，Bluetooth 方式のタ
グを実装することを提案した．本研究では，使用するタグ

として靴のインソールに 2.45 GHz帯ボウタイモノポール
アンテナを装着し，歩行時の受信電力特性を実験的に求め

た結果を述べる． 
2.開開発発アアンンテテナナ 
周波数 2.45 GHzにおいて開発したアンテナと実験系を

図 1に示す．アンテナはインソールの土踏まずに挿入し，
物理的な大きさと高い放射効率の観点からボウタイモノ

ポールアンテナを設計した．実験には送信にボウタイモノ

ポールアンテナ，受信にパッチアンテナを使用した．図 2
に送信インソールアンテナを移動させた場合の受信パッ

チアンテナにおける受信電力を示した．Case1は送信イン
ソールアンテナを移動用ロボットに取り付け，ℎ𝑇𝑇固定で
ロボットを x 軸正方向に𝑣𝑣 = 0.1 m/sで移動させた場合の
測定結果，Case2は送信インソールアンテナを靴に挿入し
て歩行した場合の測定結果である．  
3. 測測定定結結果果 
受信パッチアンテナの高さをℎ𝑅𝑅 =3 mとし，送信インソ
ールアンテナを地面から高さℎ𝑇𝑇 = 2 cmでロボットに固定
し，ロボットを移動させた場合，および歩行時の受信電力

の距離特性を図 2に示す．インソールアンテナ高ℎ𝑇𝑇が 2 cm
で一定の場合に比べ，歩行してℎ𝑇𝑇が変化した場合は受信
電力に大幅な変動が観測された．そこで，2波モデル[2]を
用いてℎ𝑇𝑇を変化させた場合の受信電力を評価した．
hR=6.89 mに固定し，インソールアンテナの高さを歩行に
応じて hT=1 cmから hT=10 cmまでガウス分布として変化
させた．ℎ𝑇𝑇の変動幅を hT=1 cmから hT=10 cmまで変化し
た 2波モデルの結果は測定結果と良く一致した． 
4．．ままととめめ  
送信アンテナを靴に挿入して歩行した場合，足の高さの

変動によって受信電力に大きな波形が生じることを明ら

かにした．また，その受信電力の波形は，足の高さの変動

による受信電力の変化の理論値と一致したことから，得ら

れた受信電力の結果から被験者がどのような歩行をして

いるのか推測できる可能性を示した． 
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図 1 実験系 

  

図 2 受信電力の距離特性 

(黒:ロボットで走査，赤:歩行による走査) 

  

図 3 歩行時の受信電力の距離特性(黒:測定値，赤:2波モデル) 
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